













（ ILD ）が利用され、この ITD と ILD 情報を検出するプロセスは信号が下丘中心
核側方シェル(ICc ls)に到着するまでは別々の経路として存在する。ICc lsで統
合された ITD と ILD の情報は、その上位核である下丘外側核（ ICx ）へ投射され
る。この際に内耳で周波数毎に分離され、処理されてきた音の情報は再び統合さ
れ最終的な音源定位の空間マップが完成する。 ITD 検出経路と ILD 検出経路のニ
ューラルモデルについては本研究室によって既に提案されている。
ICc lsでの ITD ・ ILD 情報の統合には乗算的な処理がなされていることが、実
験的事実より明らかになっている。本研究においては解剖学的知見と生理学的実
験の結果に基づき、効果的な乗算処理を行う統合メカニズムを提案し、そのモデ
ルを作成した。このICc lsモデルでは、 ITD 情報の入力である下丘中心核コア
（ICc core）からの興奮性入力と、 ILD 情報の入力である外側毛帯核後核
（VLVp）からの抑制性入力を直接ICc lsのニューロンへ投射して統合するのでは
なく、インターニューロンを介した投射・統合形式とした。このインターニュー





VLVpのインターニューロンから非抑制性 ( 抑制性入力であるため ) の入力を受け
取った時のみ発火することで、乗算的な振る舞いをするものとしている。
このモデルを用いて、 ITD と ILD の値の様々な組み合わせをもつ音へのICc ls
ネットワークの応答をシミュレーションし、この統合メカニズムの有効性につい
て検証した。
ICc lsからの出力には、 ITD の位相多義性に起因する音源位置情報のあいまい
さが存在する。また、生理学的実験から各周波数のICc lsから ICx へ投射される




本研究では、上記のように、音源方向の検出における ITD ・ ILD 情報の効果的
な乗算的統合の神経機構を明らかにし、 ICx における情報統合のメカニズムを提
案した。
